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※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
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１．鬼怒川流域の概要 

※これは速報値であり、数値等は今後変更となることがある。 



■鬼怒川は、栃木県日光市の鬼怒沼に源を発し、栃木県と茨城県を流れ、守谷市で利根川に合流する一級河川。 

■流域面積1761㎞2、幹川流路延長176.7㎞。 

■上流に４ダムが整備され洪水調節等を行っている。中流域には宇都宮市、小山市等の市街地が広がり、JR東北新幹線、東北自動車道、北関東自動車道等の基幹
交通が横断している。 

（１）流域の概要・諸元、土地利用 

位置図 
JR東北新幹線 

東北自動車道 

鬼怒沼 
川治ダム 

川俣ダム 

湯西川ダム 

常磐自動車道 

県境 

県境 

北関東自動車道 

国道50号 

県境 

つくばエクスプレス 

石井水位・流量観測所 
いしい 

五十里 
ダム 

鬼怒川流域図 

中禅寺湖 

鬼怒川流域図 

■水源   ：栃木県と群馬県県境の鬼怒沼 
■幹川流路延長 ：176.7km 

■全流路延長  ：746.0km 

■全流域面積   ：1,761km2 

■流域内人口  ：約55万人 

 

出典：平成２１年度河川現況調査 

流域諸元 

宇都宮市 

常総市 

守谷市 

筑西市 

下妻市 

うつのみやし 

ちくせいし 

しもつまし 

じょうそうし 

県境 

県境 

山地・荒地：61％ 
農耕地：  22％ 
市街地：  9％ 
河川・湖沼、その他：8％ 

鬼怒川の土地利用 
（国土数値情報：平成18年） 

もりやし 

土地利用状況 

■土地利用は、山地・荒地が61％、農耕地が22％、市街

地が9％、河川・湖沼、その他が8％となっている。 

※これは速報値であり、数値等は今後変更となることがある。 

JR水戸線 
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■鬼怒川流域の地形は、上流部は渓谷や河岸段丘となっており、中流部には、側方侵食による段丘が見られる。また、下流部は、台地および沖積地で形成された平
野部となっている。 

■流域の地質は、中流部の川沿いは沖積層であるが、下流部の川沿いは沖積層と関東ロームが混在する。 

利根川 

鬼 
怒 
川 

小貝川 

 標高(m) 

0.1 以下 

■上流部：渓谷や河岸段丘が形成されている山地を流下する。 
■中流部：側方侵食による段丘がみられ、広い礫河原の中を網状に蛇行して流れる。 
■下流部：川幅が狭く、単列化したみお筋となり、沖積平野を緩やかに流れる。 

地盤高平面図 

地形・地質特性 

地質図 

山地部は、安山岩類、流紋岩類、
花崗岩類などで形成 

中流部の河川沿いは沖積層で
形成 

下流部の河川沿いは沖積
層と関東ロームが混在 

沖積層 

降雨特性 

■流域平均の年平均降水量は、 

  約1,600㎜である。 

■鬼怒川上流部（奥日光地点）では、年

平均降水量が約2064㎜であり、降水量

が多くなっている。 

年平均降水量 
＝2,064mm 

年平均降水量 
＝1,599mm 

出典）気象庁HP 

名称 区間 

上流部 101.5k上流（指定区間） 

中流部 44～101.5k 

下流部 3～44k 

下
流
部 

中
流
部 

上
流
部 

下流部 

中流部 

上流部 

※1983年～2014年の月別日平均気温 
 ・平均降水量を平均して算出 
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年平均降水量 
＝1,509mm 
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年平均降水量 
＝1,238mm 

（２）地形・地質特性、降雨特性 

出典：河川環境総合研究所資料 第25号 

鬼怒川の河道特性と河道管理の課題 

ー沖積層のそこが見える河川ー 

河川環境管理財団、河川環境総合研究所 2009年5月 P2 

出典：数値地図50mメッシュ標高 
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■44㎞付近に河床勾配の変化点があり下流側がセグメント２、上流側がセグメント1である。 

■利根川合流点から37kmまでの川幅は約300m、37kmより上流は約700mである。 

■下流部は単列砂州、中流部は複列砂州となっている。 
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鬼怒川

　五十里ダム

直轄上流端

河床勾配 

下流 
3～44k 

中流 
44～101.5k 

上流 
101.5k上流 

セグメント２ セグメント１ セグメント１、Ｍ 
1/1978～1/1097 1/467～1/192 1/108 

川幅縦断図 

河道状況 

利根川 

下流部 中流部 

下流部（19.0～22.5k） 
中流部（74.5～78.0k） 

19.0k 

20.0k 

21.0k 

22.0k 

22.5k 

74.5k 

75.0k 

76.0k 

77.0k 

78.0k 

H25.1撮影 

（３）河道特性（河床勾配、川幅縦断、河道状況） 
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２．今次出水の概要 
（平成27年9月関東・東北豪雨） 

※これは速報値であり、数値等は今後変更となることがある。 
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■台風第18号及び台風から変わった低気圧に向かって南から湿った空気が流れ込んだ影響で、関東地方や東北地方で記録的な大雨となった。 

■9月10日から11日にかけて、16地点で最大24時間降水量が観測史上1位を更新した。 

期間内の総降水量分布図（9月7日～9月11日） 

出典：気象庁公表資料（速報）より 

  
都道 
府県 

市区町村 地点名 
降水量 
(mm) 

① 宮城県 栗原市 鴬沢(ｳｸﾞｲｽｻﾞﾜ) 194.5 

② 宮城県 加美郡加美町 加美(ｶﾐ) 238.0 

③ 宮城県 仙台市泉区 泉ケ岳(ｲｽﾞﾐｶﾞﾀﾞｹ) 293.0 

④ 宮城県 刈田郡蔵王町 蔵王(ｻﾞｵｳ) 180.5 

⑤ 福島県 
南会津郡南会津
町 

南郷(ﾅﾝｺﾞｳ) 161.5 

⑥ 福島県 
南会津郡南会津
町 

舘岩(ﾀﾃｲﾜ)  262.0 

⑦ 茨城県 古河市 古河(ｺｶﾞ)  247.0 

⑧ 栃木県 日光市 五十里(ｲｶﾘ)  551.0 

⑨ 栃木県 日光市 土呂部(ﾄﾞﾛﾌﾞ)  444.0 

⑩ 栃木県 日光市 今市(ｲﾏｲﾁ)  541.0 

⑪ 栃木県 鹿沼市 鹿沼(ｶﾇﾏ)  444.0 

⑫ 栃木県 宇都宮市 宇都宮(ｳﾂﾉﾐﾔ)  251.5 

⑬ 栃木県 佐野市 葛生(ｸｽﾞｳ)  216.5 

⑭ 栃木県 栃木市 栃木(ﾄﾁｷﾞ) 356.5 

⑮ 栃木県 小山市 小山(ｵﾔﾏ)  268.5 

⑯ 埼玉県 越谷市 越谷(ｺｼｶﾞﾔ) 238.0 

観測史上1位を更新した地点 

出典：気象庁公表資料（速報）より 

※アメダス観測値による統計 

 （統計期間が10年以上の観測地点） 

（１）気象概況 

9月10日から11日の降水量 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
6 



五十里 
ダム 川治ダム 川俣ダム 

湯西川ダム 

石井 

■鬼怒川水海道地点では、10日11時から16時の5時間にわたり計画高水位を超過し、観測記録史上第一位の水位を記録した。 

■21kの決壊は、河川水位がピーク時に発生したと考えられる。 

（２）降雨の分布状況 

気象・降雨の概要 

■関東地方は、台風18号によって刺激された秋雨前線により降り始めた降雨に加え、その後に台風から変わった温帯低気圧と台風17号の双方から暖かく
湿った風が吹き込み「線状降水帯」と呼ばれる積乱雲が帯状に次々と発生する状況を招き、長時間にわたって強い雨が降り続いた。 

■五十里（いかり）雨量観測所（栃木県藤原町）において、3日雨量613mmを記録したほか、各観測所で既往最多雨量を記録した。 

等雨量線図（８日～１０日累加雨量） 

9月10日 3:00 

9月9日 16:00 9月9日 20:00 

9月10日 0:00 9月10日 3:00 

：既往最多雨量 

：今回の雨量 

雨量分布の時系列 
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※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
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237 201
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水海道（みつかいどう）

24時間 3日 3日 年月

湯西川 湯西川 438 538 519 昭和34年8月 昭和32年から観測

中三依 男鹿川 502 589 321 平成13年9月 昭和26年から観測

高百 鬼怒川 550 650 494 平成10年8月 昭和59年から観測

五十里 男鹿川 560 613 462 昭和34年8月 昭和30年から観測

宇都宮 鬼怒川 210 279 310 昭和61年8月 昭和58年から観測

水海道 鬼怒川 144 201 237 平成26年10月 昭和13年から観測

観測所名 河川名
今回洪水(mm) 既往最多(mm)

備考
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■鬼怒川水海道地点では、10日11時から16時の5時間にわたり計画高水位を超過し、観測記録史上第一位の水位を記録した。 

①鎌庭地点(27.34k) 

鬼怒川 

 

決
壊
区
間 

茨
城
県
常
総
市 

茨
城
県
常
総
市 

9月10日撮影 

（３）河川水位 

決壊地点 21k左岸 

（常総市三坂町） 

鬼怒川水海道 

水位観測所 

× 

鬼怒川水海道水位観測所 

平常時 

ピーク時（9月10日13:00） 

決壊区間（鬼怒川左岸２１．０ｋ付近） 

茨
城
県
常
総
市 

計画高水位超過 
11時～16時 

川島 

石井 

佐貫 

※）左右岸の低い方の高さ 

② 鬼怒川水海道地点(10.95k) 

※）左右岸の低い方の高さ 

ピーク水位 13時 
8.06m 

ピーク水位 12時 
5.76m 

鎌庭水位 
観測所 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 8 



３．被災概要 

※これは速報値であり、数値等は今後変更となることがある。 
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下流 中流
3～44k 44～101.5k

決壊 1 0 1

溢水 5 2 7
漏水(噴砂あり) 8 0 8
漏水(噴砂なし) 12 0 12

法崩れ 8 0 8
堤防洗掘 21 0 21
河岸洗掘 2 7 9
その他 17 12 29

合計 74 21 95

被害名 総数

９月２５日１８時時点 被害９５箇所 

× 

● 

◆ 

▼ 

※ 

▲ 

■ 

右0.17k 

右0.17k 

右0.17k 

右0.17k 

左岸21k 決壊状
況 
9月10日15:03撮影 

２．被災概要 （１）鬼怒川全川の被災状況  
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左32.1k 

▲ 

左32.5k 

※ 

◆ 

▼ 

右40.7k 
下流域 中流域 

左35.4k 

 凡例 
 ×：決壊 
 ●：溢水 
 ▲：漏水（噴砂あり） 
 ▲：漏水（噴砂なし） 
 ▼：法崩れ 
 ◆：堤防洗掘 
 ■：河岸洗掘 
 ※：その他 

▲ 

※これは速報値であり、数値等は今後変更となることがある。 

※ 

※ 

左12.75k 

※ 

左35.6k 

■ 

右49k 

（１）鬼怒川全川の被災状況   

鬼怒川 

※ ※ 

10 

左岸21k 決壊状況 
9月10日15:03撮影 

左22.33k 
2箇所 

◆ 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 



下流 中流
3～44k 44～101.5k

決壊 1 0 1

溢水 5 2 7
漏水(噴砂あり) 8 0 8
漏水(噴砂なし) 12 0 12

法崩れ 8 0 8
堤防洗掘 21 0 21
河岸洗掘 2 7 9
その他 17 12 29

合計 74 21 95

被害名 総数

９月２５日１８時時点 被害９５箇所  

× 

● 

◆ 

▼ 

※ 

▲ 

■ 

右0.17k 

右0.17k 

右0.17k 

右0.17k 

２．被災概要 （１）鬼怒川全川の被災状況  

■ 

左61.75k 

左68k 

※ 

※ 

左69.5k 

※ 

右52.25k 
3箇所 

※ 

右75.2k 

凡例 
 ×：決壊 
 ●：越水，溢水 
 ▲：漏水 
 ▼：法崩れ，すべり 
 ◆：堤防洗掘 
 ■：河岸洗掘 
 ※：その他 

凡例 
  ：応急対策実施済み 
  ：対策実施中 
  ：検討中・経過観察中 
  ：新規追加 

左84.35k 

※ 

左78.25k 

※ 

左83.48k 

※ 

■ 

左99.5～
99.75k 

左106k 

※ 

■ 

右78.9～79.1k 

■ 

■ 

右94.1～94.3k 

右96～ 
96.25k 

左76.0k 

※ 

右岸96k 河岸洗掘 
9月11日撮影 

※これは速報値であり、数値等は今後変更となることがある。 

 凡例 
 ×：決壊 
 ●：溢水 
 ▲：漏水（噴砂あり） 
 ▲：漏水（噴砂なし） 
 ▼：法崩れ 
 ◆：堤防洗掘 
 ■：河岸洗掘 
 ※：その他 

■ 

右66.75k 

（１）鬼怒川全川の被災状況   

鬼怒川 

11 
※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 



下流部（3～44ｋ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■下流部（3~44k）は、溢水、漏水、法崩れ、堤防洗掘の被災が見られる。 

■中流部（44~101.5k）は、河岸洗掘の被災が見られる。 

（１）鬼怒川全川の被災状況   

決 壊（左岸21.0k） 

溢 水（左岸32.8k） 

漏 水【噴砂あり】（左岸7.9k） 

漏 水【噴砂なし】（右岸36.7k） 

中流部（44～101.5ｋ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堤防洗掘（左岸13.0k） 

法崩れ（左岸26.4k） 河岸洗掘（右岸94.1～94.3k） 

約200m 

約0.6m 

約2.0m 
約0.5m 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
12 

約15.0m 



４．被災メカニズムの検証 

※これは速報値であり、数値等は今後変更となることがある。 

13 



■決壊区間は、治水地形分類図によると扇状地氾濫平野の微高地に分類される。 

鬼怒川下流部 治水地形分類図（２万５０００分の１）  （国土地理院） より作成  

鬼怒川中流部 治水地形分類図（２万５０００分の１）  （国土地理院） より作成  

 

※ ▲ ▲ 

◆ ▲ ▲ ▲ 

▲ 
◆ 

◆ 

◆ ● 

※ ▲ 

◆ ◆ 
▼ ※ 

● 

● ▼ 

▼ 

▲ ※ ■ 

▲ 

▲ 
▲ 

▲ 

● ● 

◆ ◆ ※ 
◆ 

◆ ※ 
▼ ▼ ◆ 

● ◆ ◆ ◆ 
◆ ※ 

※ 
◆ 
※ 

▲ ▼ 

● ▼ 

▲ 
※ 

※ 

▲ 

▼ 

■ 

※ 
※ 

■ ※ 

※ ■ 
■ 

■ 

■ 

※ 

凡例 
 ×：決壊   ◆：堤防洗掘 
 ●：越水，溢水  ■：河岸洗掘 
 ▲：漏水   ※：その他 
 ▼：法崩れ，すべり 

3km 0 

決壊区間 

3km 0 

5.0k 

10.0k 

75.0k 

25.0k 

20.0k 

15.0k 

50.0k 

40.0k 

35.0k 

30.0k 

70.0k 

55.0k 45.0k 

65.0k 

60.0k 

100.0k 

80.0k 

90.0k 

85.0k 

95.0k 

※ 

 凡例 
 ×：決壊 
 ●：溢水 
 ▲：漏水（噴砂あり） 
 ▲：漏水（噴砂なし） 
 ▼：法崩れ 
 ◆：堤防洗掘 
 ■：河岸洗掘 
 ※：その他 

■ 

※ 

▲ 

（１）河道の変遷 １）治水地形分類図 鬼怒川下流部、中流部 

  

鬼怒川 

※ 

▲ ◆ 

◆ ◆ 
■ 
◆ ▲ 

※ 

※ ◆ 

▲ 

▲ ※ 
※ ※ ※ 

※ 

※ 

▼ 

14 
※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 



●決壊区間 

出典：国土地理院 

■堤防の位置は、明治初期から現在に至るまで大きな変化がない。 

出典：歴史的農業環境WMS配信サービス 

明治初期迅速 

●決壊区間 

明治末期 

●決壊区間 

出典：国土地理院 

昭和前期 

●決壊区間 

出典：国土地理院 

平成現在 

三坂神社 

県道357号線（旧谷和原下館線） 

（１）河道の変遷 ２）堤防位置の変遷 

  

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
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■鎌庭地点（27.34k）の水位のピークは12時頃である。決壊区間は鎌庭地点から6kmほど下流に位置し、決壊時刻は12:50頃である。 

■11:46には越水があり、12:50頃に決壊。時刻が経過するごとに決壊幅が広がっていき、最終的に約200mに達した。 

1）堤防決壊時系列変化 ：三坂町地先（左岸２１ｋ）の決壊状況 

9/10 11：46 

9/10 14：46 ③ 9/10 16：19 

被災前 

堤防天端からの越水 

9/11 

流れの落込みが見られる 下流側の樹木流出 

② 9/10 13:36 

決 
壊 

12：50頃 

決壊幅が約80mに広がった 最終的に決壊幅は約200mとなった 

9/10 12:52 9/10 12:54 

決壊幅は約20m 決壊区間背後の家屋流出 

9/10 13:00 

21kの距離標が流出 

9/10 14：12 

決壊区間背後の樹木が流出 

決壊幅：約80m 

写真：国土交通省撮影 
    篠山水門CCTV画像 
 

2013/10/17撮影 

家屋が流出 

樹木が流出 

決壊地点背後に樹木あり 樹木がなくなる 

決壊下流側の樹木あり 

被災前 
被災後 

21k 

（２）堤防決壊状況の分析 １）堤防決壊前後の時系列変化  

※決壊幅は航空写真及びCCTV画像から判読した。 ※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
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④ 

① 

③ 
② 

A 

A 

B 

B 

C 

C 

■決壊区間の堤防法尻付近で落掘を確認できる。 

■倉庫前面と県道357号線付近に大きな落掘が確認できる。 

地盤高コンター図 
（H27/9/11、19測量成果） 

（２）堤防決壊状況の分析 ２）落掘、洗掘状況（１/２） 

  

①倉庫前面の落掘状況（H27/9/12撮影） 

決壊幅 L=約200m 

④道路付近の落掘状況（H27/9/19撮影） 

被災後断面図：H27/9/11、19測量成果 
被災前断面図：H17測量成果 

③堤防付近の落掘の様子（H27/9/12撮影） 

②堤防背後の落掘の様子（H27/9/22撮影） 

一部固い地盤が残っている 

決壊区間航空写真（H27/9/12撮影） 

被災前の道路位置 

倉庫 

県道357号線 

県道357号線 

鬼怒川 

鬼怒川 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

※L21K推定痕跡水位：近傍の痕跡水位から推定 

17 

⑤堤内地の土層（GS付近）（H27/9/11撮影） 

⑤ 

L21K推定痕跡水位 

L21K推定痕跡水位 



■左岸21.0k付近で堤防が約200mにわたって決壊。 

■決壊した流水は東に向かい、その後、地盤の低いところに沿って下流側に流れている。 

地盤高コンター図 
（2015/9/11、19測量成果） 

航空写真 
（2015 Googleより） 

決壊区間航空写真（H27/9/11撮影） 

決壊区間航空写真図（H27/9/12撮影） 決壊区間航空写真（H27/9/11撮影） 

決壊幅 L=約200m 

茨
城
県
常
総
市 

茨
城
県
常
総
市 

茨
城
県
常
総
市 

茨
城
県
常
総
市 

鬼怒川 

鬼怒川 

決
壊
区
間 

決
壊
区
間 

決壊区間航空写真図（H18撮影） 

（２）堤防決壊状況の分析 ２）落掘、洗掘状況（２/２）  

18 
※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 



現況平面図 

川表坂路 

決壊幅約200m 

③ 
① 

② 

① 

② 

③ 写真撮影日：H25/10/13 

川裏坂路 

現況縦断図 

（３）決壊区間の堤防特性 １）被災前の堤防状況  

現況横断図（左岸21.0k）H23定期横断図より作成 

L20k750,L21k,l21k250の 
キロ杭はH23定期横断図より作成 

堤防形状 

H17測量成果より作成 

■決壊区間には、川表、川裏に坂路が設置されていた。 

■現況堤内地盤高は、現況堤防高より約2m下がった高さとなっていた。 

19 



9/10 11：46頃 

②越水時川裏法面状況 ③越水時川裏法面状況 

9/10 11：46頃 

④越水時川裏法面状況 

9/10 11：50頃 

図 被災前平面図（写真撮影位置） 

決壊幅約200m 

② 
③ 

④ 

図 被災後平面図（写真撮影位置） 

決壊幅約200m 

（４）被災メカニズムの検証（越水）  

■決壊区間で越水が確認された。（越流水深約20cm（推定値）） 
■決壊区間で川裏の法尻部の洗掘が確認された。 

H25/10/17 

①被災前堤防天端状況 

① 

20 

推定越流水深約20cm（痕跡水位より推定） 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 



（５）被災メカニズムの検証（浸透） １）決壊区間近傍の噴砂 

■決壊区間の上下流約500m離れた地点で、噴砂が複数箇所確認された。 

■現況堤内地盤高は、現況堤防高より約5m下がった高さとなっていた。 

21 

決壊区間 

  鬼 

 怒 

川 

洪水後の点検で確認された噴砂跡 

被災後 
【航空写真図：平成27年9月12日撮影】 

濁った水 

澄んだ水 

9/10 15：13 撮影（洪水時） 

21.50k付近の噴砂跡 

20.25k付近の噴砂跡 

噴砂跡（20.27k付近） 噴砂跡（20.15k付近） 噴砂跡（20.25k付近） 
20.25k 
付近の噴砂跡 

21.50k 
付近の噴砂跡 

噴砂跡 

川裏 川表 

噴砂跡 
比高差約５m 

【堤防形状】 
（21.50k） 

耕作地 
道 

笹地/荒地 

比高差約５m 
噴砂跡 

【堤防形状】 
（20.25k） 

川裏 川表 

耕作地 

笹地/荒地 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 



0 500 1000m

決壊区間

堤体盛土

沖積粘性土

沖積砂質土

沖積腐植土

沖積礫質土

洪積粘性土

洪積砂質土

洪積礫質土

凡　　例

標高

Y.P.

（m）

40
【下流側】 ← 鬼怒川

黒：決壊前

赤：決壊後

← 鬼怒川

【上流側】

【下流側】 【上流側】

左岸24k

左岸16k

30

20

10

0

-10

 表　　土（Ts）

 粘性土（Ac1）

 砂質土（As2）

 中間土（Asc）

 砂質土（As3）

 粘性土（Ac3）

第
四
紀
・
完
新
世

沖
　
積
　
層

地質層序表

ボーリング調査

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ試験

物理試験

決壊断面調査範囲

凡　　　　例

10m程度

2m程度

決壊区間

決壊区間

決壊区間

（５）被災メカニズムの検証（浸透） ２）地質縦断図 

■決壊区間の地質構成は、地表2m程度を粘性土層が覆い、その下位に10m

程度の砂質土層が分布し、深部に粘性土層が分布する。 

治水地形分類図凡例 

①治水地形分類図 

②推定地質縦断図（鬼怒川左岸堤防） 
③決壊区間平面図 

④推定地質縦断図（高水敷） 
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堤防天端（アスファルト）崩壊幅約8m

崩積土：堤防天端舗装の
　　　　アスァルト片

土質：細砂～シルト混り細砂
色調：暗褐緑灰~暗褐灰色
層相：シルトを含有する細砂である。
　　　締り具合は非常に緩くサラサラ。

土質：砂質シルト～シルト質細砂
色調：褐灰色～茶褐灰色
層相：細粒分を多く含む。砂は細砂を主体とし、
　　　川裏側に厚く分布する。

0.0m 5.0m-5.0m 10.0m 15.0m 20.0m

Y.P+20.0m

Y.P+18.0m

Y.P+16.0m

Y.P+22.0m

：乱れの少ない試料（コア試料）

撮影日：平成27年9月11日

（５）被災メカニズムの検証（浸透） ３）地質横断図(上流端部) 

決壊区間上流端部-推定地質断面図 

川裏 川表 

■堤体については、緩い砂質土が粘性土で覆われた構造であることが確認された。 

■基礎地盤については、川裏側に粘性土が5m程度の層厚で堆積し、その下層に砂質土が存在していることが確認された。 

0
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0.001 0.01 0.1 1 10 100

通
過

重
量

百
分

率
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)

粒径(mm)
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As1

0.005

粘土 シルト 粗砂 礫

0.075 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｂｃ

Ａｓ1

粒度組成(%)

試
料

N
o

.

砂分

シルト分

粘土分

粒径加積曲線 

粒度組成 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
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決壊区間上流端部-観察結果 

Bc 

As1 

川表 川裏 



Y.P+16.0m

Y.P+20.0m

：乱れの少ない試料（コア試料）
：乱れた試料（物理試料）
：乱れた試料（締固め試験用試料）

0.0m 5.0m-5.0m

土質：細砂
色調：緑灰色～暗緑灰色
層相：粒径均一な細砂である。
　　　締り具合は緩い。

段差
第一法面法尻より伸びる。

土質：細砂～シルト混り細砂
色調：緑灰色～暗褐緑灰色
層相：シルトを少量含有する細砂である。
　　　締り具合は上部の細砂層よりやや
　　　締まっている。

崩積土：堤防天端舗装の
　　　　アスファルト片

堤防天端：アスファルト（t=5cm程度）の
　　　　　下位には再生コンクリート砕石
　　　　　が0.2m程度敷設されている。

土質：砂質シルト～シルト質細砂
色調：暗灰色～暗緑灰～褐灰色
層相：細粒分を多量に含有する。硬さは中位～
　　　やや軟らかい。細砂は微細砂である。

土質：砂質シルト～シルト質細砂
色調：褐灰色～茶褐灰色
層相：細粒分を多く含む。

撮影日：平成27年9月12日

Y.P+18.0m

Y.P+22.0m

10.0m 15.0m 20.0m-10.0m

■堤体については、粘性土が主体となった構造であることが確認された。 

■基礎地盤については、川裏側に粘性土が5m程度の層厚で堆積し、その下層に砂質土が存在していることが確認された。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｂｃ

Ｂｓ

Ａｓ1

粒度組成(%)

試
料

N
o

.

砂分

シルト分

粘土分

粒径加積曲線 

粒度組成 

（５）被災メカニズムの検証（浸透） ３）地質横断図(下流端部) 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
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決壊区間下流端部-観察結果 

川裏 川表 

決壊区間下流端部-推定地質断面図 

川裏 川表 
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②堤防川表法面状況（決壊区間上流より） 

H27/09/12撮影 H27/09/12撮影 

①堤防川表法面状況（決壊区間下流より） 

（６）被災メカニズムの検証（侵食） 

出典：国土交通省、2015 

図 H18とH27（被災後）LPデータ差分図 

決壊区間：約200m 

鬼怒川 

④決壊区間の高水敷の様子 

H27/09/12撮影 H27/09/12撮影 

■ 決壊区間の上下流とも川表法面の侵食の痕跡は確認できない。 

■ 高水敷上の侵食の痕跡は確認できない。 

■ 高水敷上の植生は倒伏しているが、流失していない。 

決壊区間航空写真（H27/9/12撮影） 

② 
③ ④ ① 

③決壊区間の高水敷の様子 

鬼怒川 

鬼怒川 

21.0k 

21.0k 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
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５．まとめ 

※これは速報値であり、数値等は今後変更となることがある。 
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これまでの調査結果から分かったこと 

  まとめ（案）  
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■鬼怒川流域で記録的大雨があり、鬼怒川の水位が大きく上昇した。 

■決壊区間で越水が確認された。（越流水深約20㎝（推定値）） 

■決壊区間で川裏の法尻部の洗掘が確認された。 

■決壊区間の法尻から堤体直下にかけて落堀が確認された。 

■水海道雨量観測所で3日雨量約200㎜の雨量を観測した。 

■決壊区間の上下流約500m離れた地点で、噴砂が複数箇所確認された。 

■堤体については、決壊区間上流端部では、緩い砂質土が粘性土で覆わ

れた構造、下流端部では、粘性土が主体となった構造であることが確認

された。 

■基礎地盤については、川裏側に粘性土が5m程度の層厚で堆積し、そ

の下層に砂質土が存在していることが確認された。 

 

 

 

 

■決壊区間の上下流とも川表法面の侵食の痕跡は確認できない。 

■高水敷上の侵食の痕跡は確認できない。 

■高水敷上の植生は倒伏しているが、流失していない。 

推定される堤防決壊の原因（案）及び追加的に確認が必要な事項 

【越水による堤防決壊の可能性について】 

■越水による川裏の法尻部の洗掘が決壊原因の一つであると推定される。 

 

 

【浸透による堤防決壊の可能性について】 

■堤体内の緩い砂質土が原因となったパイピングの可能性が排除できな

いと考えられる。 

■決壊区間の上下流端部の堤体の構造から判断すると、浸透により法面

が滑ることが決壊原因の一つである可能性は小さいと推定される。 

■決壊区間の上下流端部の基礎地盤の粘性土の層厚から判断すると、

その下の砂質土に起因するパイピングの発生の可能性は小さいと推定

される。 

（今後の調査） 

・決壊区間の上下流端部を対象に、堤体及び基礎地盤の地盤調査、土

質試験を実施し、浸透流解析によりパイピングの可能性を確認 

【侵食による堤防決壊の可能性について】 

■侵食が堤防の決壊原因の一つである可能性は小さいと推定される。 

 

越水 

浸透 

侵食 



参考資料 

※これは速報値であり、数値等は今後変更となることがある。 
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１．鬼怒川堤防決壊箇所の応急復旧工事の概要 

鬼怒川 

【復旧経緯】 （10日 12:50頃 堤防決壊） 

10日 22:00頃 仮設工着手（退避場・作業ヤード造成） 

16日 05:00頃 仮堤防完了 

18日 18:30頃  根固めブロック設置 完了 

19日 23:00頃  荒締切工 完了 

24日 21:45頃 応急復旧工事完了 

• 決壊約９時間後、９月１０日２２時頃、応急復旧工事に着手 
• 工事着手後、約５日間で延長約２００ｍの仮堤防完了（荒締切工のうち盛土部分） 
• その後、護岸や鋼矢板による補強工を実施し、着手から２週間で二重締切工までの応急復旧工事完了 

9/16 6:00頃 撮影 

鬼怒川 

決壊延長 約200m 

茨城県常総市三坂町地先 

平面図 

荒締切 

二重締切 

29 

9/24 14:25頃 撮影 



１．鬼怒川堤防決壊箇所の応急復旧工事の進捗状況 

30 

＜工事進捗状況＞ 
作業ヤード造成着手【9月10日】  仮堤防（盛土）着手【9月11日】   仮堤防（盛土）終了【9月16日】   

荒締切工終了【9月19日】  鋼矢板による締切工着手【9月18日】   

上流から下流（9月11日15:00頃撮影） 決壊口下流部 （9月13日6:00頃撮影） 川裏から上流 （9月16日6:00頃撮影） 

上流から下流（9月20日10:00頃撮影） 川裏から川表（9月19日0:00頃撮影） 上流から下流（9月23日0:00頃撮影） 

中詰め土投入・タイロッド設置状況 

• 決壊約９時間後から応急復旧工事に着手し、２４時間体制で作業を進め、仮堤防の設置、護岸や鋼矢板に
よる補強工を実施し、２４日夜に完成させた。 
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２．排水ポンプ車等による大規模な浸水の排水作業及び 
                             行方不明者捜索の支援① 

小貝川 

古瀬樋管付近     

福岡橋 

四ヶ字機場付近 

八間堀樋管 

川又機場付近 

八間堀水門 

鬼怒川 

八間堀川 

国道２９４号 

常総市役所 

国道354と国道294の交差点付近 

みつかいどうロードパーク周辺 相野谷川浄水場付近 

長助橋付近 

八間堀川周辺 新井木樋管 

カントリーエレベーター周辺 

市立大生小学校周辺 

若宮戸地区 

決壊箇所 

：9月11日13:00時点までに浸水した範囲 （約40ｋｍ2） 
 

９月１１日２０：３０ 明橋周辺 

９月１４日７：３０八間堀川（上大橋）周辺  ９月１２日９：４０ 新井木樋管周辺 ：9月16日10:20時点で浸水していた範囲 （約 2ｋｍ2） 
 

国道３５４号 

喜兵衛脇樋管 

明橋周辺 

総 

排 

水 

量 

 

（万ｍ３） 

約４０ｋｍ２ 

約１５ｋｍ２ 

約１０ｋｍ２ 

約４ｋｍ２ 

約２ｋｍ２ 

推 

定 

浸 

水 

面 

積 

（ｋｍ２） 

約７８０万ｍ３ 

：排水ポンプ車稼働地区(17地区） 
 

決壊箇所周辺(三坂町） 

• 鬼怒川左岸21kが決壊した9月10日から排水ポンプ車を使用し排水開始 

• 全国の地方整備局からの応援を受け日最大51台投入 

• 排水ポンプ車延べ243台・日、TEC-FORCE延べ約590人・日で約780万m3（東京ドーム約6

杯分）を排水。浸水したと想定される約40km2区域は、16日10時20分には約2km2に縮小 

• 10日間で宅地及び公共施設等の浸水が概ね解消 

注）記載の数値は速報値であり後日変更する場合があります 

注）排水量は排水機場による約90万立方メートル及び自然流下を含んでいない 
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２．排水ポンプ車等による大規模な浸水の排水作業及び 
                             行方不明者捜索の支援② 

９月１１日５時時点（決壊から１６時間後） 

24時間後 

９月１２日５時時点（決壊から４０時間後） 

常総市役所 

９月２０日６：３０ 

９月１６日２２：００ 

行方不明者捜索支援 市立大生小学校周辺 

９月１６日１２：００ 

９月１９日 ７：００ 

９月１４日１３：００ 

９月１９日 ６：３０ 

相野谷浄水場 

• 9月10日から排水ポンプ車による排水を開始し、常総市役所、相野谷（あ
いのや）浄水場といった公共施設及び、主要道路である国道294号、国
道354号の浸水を早期に解消 

• 排水ポンプ車による排水作業をもって、浸水域の自衛隊等の行方不明
者捜索活動の支援を実施 

• 19日までに、概ね浸水を解消させた。 

あいのや おおの 

決壊箇所周辺(三坂町） 

決壊箇所周辺(三坂町） 
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TEC-FORCE活動 

■経緯 
・9/10(木) 利根川水系鬼怒川左岸21k 付近において堤防 
      決壊（茨城県常総市三坂町地先） 
・9/12(土) 緊急車両の通行を確保するため、常総市が 
      災害対策基本法76条の6に基づき、市内全域 
      の市道を区域指定 
      茨城県が常総市内の県管理道路を災害対策 
      基本法に基づく区域指定 
       常総市より関東地整へ市管理道路の放置車両 
           撤去要請あり 
・9/13(日) 茨城県より関東地整へ県管理道路の放置車両 
      撤去要請あり 
・9/13(日)～20日(日) 放置車両の移動 
      市管理道路９台移動 
      県管理道路１５台移動 

常陸河川国道事務所 
による車両移動  

（１）常総市内の放置車両移動支援 

■経緯 
・9/15(火)～9/16(水)  
             TEC-FORCEによる路面清掃・側溝清掃の必要性 
             調査 
・9/17(木)～9/19(土) 
        常総市の要請により、降雨による浸水対策と     
       して緊急的に市道の側溝清掃を実施 
・9/20(日)～ 常総国道圏央道安全協議会が市道の側溝清掃 
       を実施中 

側溝清掃車（バキューム付）による 

堆積土の撤去 
人力による堆積土の撤去 

（２）常総市道の側溝清掃 

■側溝清掃（9/17～9/19） 

 ・延長：約６５０ｍ  ・作業員：のべ８６名  ・側溝清掃車：５台 

  

 以降、常総国道圏央道安全協議会にて対応中 

 

9/17 側溝清掃の作業状況 

（常総市三坂町542-11付近） 

３．常総市内の放置車両移動支援及び常総市道の側溝清掃 
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■経緯 
・9/17(木) 被災者の生活再建支援のため、現在建設中の圏央 
      道常総インターチェンジの用地の一部を災害で  
      発生した粗大ゴミ等の受け入れ地として、市に 
      提供することを発表 
・9/18(金) 悪天候ため受け入れ中止 
・9/19(土)～ 受け入れ開始 
・9/21(月)～ 9/23(水) 
      常総国道圏央道安全協議会が荷下ろし作業を        
      手伝い 

常総インターチェンジ付近における災害ゴミの受け入れ状況 

■災害ゴミの受け入れ（２３日現在） 
 ・受け入れ量：約５割 
 ・作業員及び誘導員：のべ４８名 

■受け入れ地 
 ・置き場面積：約７，０００ｍ２ 
  

（３）圏央道常総ＩＣにおける粗大ゴミ等の受け入れ 

■資材の提供 
・9/15(火) 常総市へ土のう袋９００袋提供 

（４）その他 

■広域迂回の協力 
・9/16(水) 常総市内の交通混雑緩和のため、道路利用者に 
      対し、広域迂回について協力のお願いを公表 
           併せて道路情報板に混雑表示  

３．被災者の生活再建支援のため災害発生粗大ゴミ等の受け入れ地を提供 
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４．ダムの効果（鬼怒川４上流４ダムの貯水状況） 

※各ダムの写真は、ダム上流側から 9月11日に撮影 

湯西川ダム 

川俣ダム 川治ダム 

五十里ダム 

←五十里ダム貯水池 

鬼怒川流域 

利根川 

川俣ダム 

湯西川ダム 
五十里ダム 

川治ダム 

• 国土交通省管理の鬼怒川上流の4つのダムでは、雨や下流の河川水位の状況を見ながら、できる限り洪
水を貯める操作を行い、約1億m3の洪水を貯め込んだ。 



◆決壊地点付近の 
 断面イメージ図 

◆常総市域で溢れたと試算された水の量 

概ね半分に減少 

左
岸 

※計算では、決壊地点の上流の氾濫を見込んでいる。 

※これは速報値であり、数値等は今後変わることがある。 

• 4つのダムによって、決壊地点の水位を約30cm低下させたと試算。 
• また、溢れた水量を概ね半分に減少（約6,200万m3→約3,400万m3）させたと試算され、被害の拡大を抑

制したと推定される。 

※今回の出水について、鬼怒川上流の４つのダムがない場合を想定し、今回の箇所以外の堤防は決壊しないと仮定して計
算をしています。 

ダムによって、 
水位を約30㎝低下 
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４．ダムの効果＜試算結果（速報値）＞ 



凡  例 

 0.5m未満の区域 

 0.5～1.0mの区域 

 1.0～2.0mの区域 

 2.0～5.0mの区域 

 5.0m以上の区域 

小
貝
川→

 

小
貝
川→

 

※シミュレーション結果に基づくものです。 
※計算結果に基づくものであり、実際と一致
しない場合があります。 

現状の再現計算結果 

• 4つのダムによって、氾濫面積を約2割減少（約50㎢→約40㎢ ）させたと試算され、被害の拡大を抑制し
たと推定される。 

◆氾濫面積 

約2割減 

ダムがない場合の試算結果 
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４．ダムの効果＜ダムの有無による試算結果（速報値）＞ 


